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文・構成／久保・原

　
『
翠
幻
地
』（
す
い
げ
ん
ち
）
は
、
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
会
が
発
行
す
る
会
報
誌
で
す
。
誌
名
は

大
学
の
隣
に
あ
る
「
久
山
田
水
源
地
」
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
一
二
月
の
上
旬
に
行
わ
れ
る
「
お
の
み
ち
文
学
三
昧
」
は
、
前
半
に
学
会
大
会
、
後
半
に
講
演
会

を
行
う
二
部
構
成
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
昨
年
度
と
一
昨
年
度
は
全
面

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し
た
が
、
本
年
度
の
第
一
四
回
「
お
の
み
ち
文
学
三
昧
」
は
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
学
会
大
会
で
は
学
部
生
三
名
と
教
員
一
名
の
研
究
発
表
、

講
演
会
で
は
小
説
家
・
脚
本
家
の
大
倉
崇
裕
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
ま
す
。
本
誌
で
は
「
お
の
み
ち

文
学
三
昧
」
に
関
わ
る
特
集
と
、
日
本
文
学
科
の
学
生
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
特
集
を
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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３４

ゲ
ス
ト
大
倉
崇
裕
さ
ん
作
品
特
集

　
多
数
の
小
説
、脚
本
を
世
に
出
し
て
お
ら
れ
る
ゲ
ス
ト

の
大
倉
崇
裕
さ
ん
。皆
さ
ん
が
ご
存
知
で
あ
ろ
う
、あ
の

ア
ニ
メ
作
品
に
も
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
著
作
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
文
学
科
教
授
の
光
原
百
合
先
生
が
、
本
年
八
月
二
四
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
作
家
と
し
て
の
ご
経
験
や
技
術
を
、
文
芸
創
作
の
授
業
で
た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
教
養
教
育
の
分
野
で
も
ご
活
躍
さ
れ
、い
つ
で
も
温
か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
明
る
く
て
優
し
い
光
原
先
生
を
、
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

光
原
百
合
先
生
　
追
悼
文



！！！
　
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
は
も
ち
ろ
ん
、劇
場
版

で
も「
か
ら
紅
の
恋
歌（
ラ
ブ
レ
タ
ー
）」

「
紺
青
の
拳（
フ
ィ
ス
ト
）」「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

花
嫁
」な
ど
の
脚
本
を
担
当
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
大
倉
さ
ん
は
以
前
あ
る
取
材
で
コ
ナ

ン
に
お
け
る
自
身
の
脚
本
を「
殺
人
ラ
ブ

コ
メ
」と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、ま
さ
に

そ
の
通
り
で
、緊
迫
感
の
あ
る
ミ
ス
テ
リ

ー
の
中
で
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
物
語
が
同

時
進
行
す
る
と
い
う
新
鮮
味
の
あ
る
ス

ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６

脚本

Ｑ 

今
ま
で
の
作
品
と
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
年
々
ア
ク
シ
ョ
ン
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ
っ
た
の
で
す

が
こ
の
作
品
は
例
年
と
比
べ
る
と
少
し
お
と
な
し
い
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。た
だ
全
然
物
足
り
な
さ
は
な
く
、む
し
ろ
そ
の
渋
さ
が
い

い
な
と
感
じ
ま
し
た
！

Ｑ 

ズ
バ
リ
こ
の
作
品
の
見
所
は
？

Ａ
や
は
り
過
去
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
ね
。

警
察
学
校
組
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
活
躍
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
お

り
、コ
ナ
ン
フ
ァ
ン
と
し
て
は
た
ま
ら
な
か
っ
た
で
す・・・・・・！
ま
た

高
木
刑
事
と
佐
藤
刑
事
の
ラ
ブ
も
あ
り
、初
見
の
方
で
も
楽
し
め

る
内
容
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。全
体
的
に
ス
ト
ー
リ
ー
、ア
ク

シ
ョ
ン
、ラ
ブ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
く
、コ
ナ
ン
映
画
の
中
で

も
特
に
見
応
え
の
あ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
し
た
！

コ
ナ
ン
フ
ァ
ン
に
聞
い
て
み
た
！

最
新
作「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
花
嫁
」の

こ
こ
が
す
ご
い
！

日本文学科の

？？？？脚本家
とは

物語のプロフェッショナル！
ストーリーの骨組みや進行、物語の設計を作る人。
「シナリオライター」とも言われています。
テレビや映画、舞台演劇、アニメ、ゲーム、漫画など、
その活躍分野は様々。オリジナルのシナリオを創作したり、
原作がある場合はそこからシナリオを書き起こしたり
します！　現地調査や資料収集、関係者への取材などを
することも・・・。
また、脚本家に必要なのは文章力や構成力だけでなく、
キャラクターや場面の設定も重要です。
好奇心旺盛で洞察力のある人は向いているかも♪

【参考】www.tsogen.co.jp/np/author/147
         https://febri.jp/topics/conan_movie1/
         https://vector-mag.com/feature/f-anime/7012/
　　　https://manabi.benesse.ne.jp/shokugaku/
         job/list/088index.html
     　 https://careergarden.jp/kyakuhonka/
　　　

大
倉
崇
裕
さ
ん
の
略
歴

一
九
九
七
年　

「
三
人
目
の
幽
霊
」で
第
四
回

　
　
　
　
　

創
元
推
理
短
編
賞
佳
作
を
受
賞
。

一
九
九
八
年　

「
ツ
ー
ル
＆
ス
ト
ー
ル
」で
第
二
〇

　
　
　
　
　

回
小
説
推
理
新
人
賞
を
受
賞
。

二
〇
〇
六
年 

「
福
家
警
部
補
」シ
リ
ー
ズ
が

　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
。

二
〇
一
〇
年　

「
警
視
庁
い
き
も
の
係
」シ
リ
ー

　
　
　
　
　

ズ
が
ス
タ
ー
ト
。　

二
〇
一
六
年
〜
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

　
　
　
　
　

の
脚
本
に
参
加
。

二
〇
二
一
年　

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ル
パ
ン
三
世 P

A

　
　
　
　
　

R
T
6

」の
シ
リ
ー
ズ
構
成
を
手
が
け

　
　
　
　
　

脚
本
に
も
参
加
。

二
〇
二
二
年  

脚
本
を
担
当
し
た
劇
場
作
品『
名

　
　
　
　
　

探
偵
コ
ナ
ン 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
花
嫁
』

　
　
　
　
　

が
公
開
。

５

focus on 
名探偵コナン



大倉崇裕さんの代表作2選
「緋色の研究」を最後まで読めなかったほどのミステリー
初心者編集委員が読んでおもしろかったポイントとむず
かしかったポイントを紹介します。

三人目の幽霊
　2001年 東京創元社

第
四
回
創
元
推
理
短
編
賞
で
佳
作
を

受
賞
し
た
表
題
作
を
含
む
五
編
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

落
語
専
門
誌「
季
刊
落
語
」編
集
長
、

牧
大
路
と
新
人
編
集
者
の
間
宮
緑
。

二
人
の
出
く
わ
す
さ
ま
ざ
ま
な
事
件

の
真
相
が
、落
語
の
筋
と
と
も
に
紐

解
か
れ
て
い
く〈
落
語
ミ
ス
テ
リ
ー
〉。

お
も
し
ろ
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
　

登
場
人
物
と一緒
に

　
　
　
　
落
語
に
つ
い
て
学
べ
る

む
ず
か
し
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
　

短
い
お
話
に

　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
登
場
人
物

「
三
人
目
の
幽
霊
」は
六
〇
ペ
ー
ジ
余
り
の
う
ち

に
メ
イ
ン
の
二
人
や
噺
家
た
ち
に
加
え
、落
語

の
中
に
も
人
物
が
登
場
し
ま
す
。

関
係
性
を一度
に
把
握
す
る
の
は
大
変
で
し
た
。

死神刑事
2018年　幻冬舎

二
〇
二
一
年
に
文
庫
化
す
る
際
、

『
死
神
さ
ん
』に
改
題
さ
れ
ま
し
た
。

動
画
配
信
サ
ー
ビ
スhulu

で
ド
ラ

マ
化
さ
れ
て
い
る
話
題
作
で
す
。

警
察
内
部
で「
死
神
」と
あ
だ
名
を

つ
け
ら
れ
て
い
る
警
部
補
、儀
藤

堅
忍
と
突
然
相
棒
と
し
て
指
名
さ

れ
た
大
邊
誠
巡
査
部
長
が
、無
罪

判
決
の
出
た
事
件
を
再
捜
査
し
て

い
き
ま
す
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
軽
快
な
バ
デ
ィ
の
掛
け
合
い

脚
本
家
と
し
て
の
仕
事
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

ほ
と
ん
ど
会
話
文
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
性
的
な
二
人
の
台
詞
が
テ
ン
ポ
よ
く
進
ん

で
い
く
の
で
楽
し
い
で
す
。

む
ず
か
し
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
・・・・・・あ
り
ま
せ
ん
。

儀
藤
や
大
邊
よ
り
先
に
推
理
を
す
る
よ
う
な

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、と
て
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。

落
語
の
内
容
だ
け
で
な
く
寄
席
な
ら
で
は
の

豆
知
識
も
得
ら
れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
い
く
つ
か

は
事
件
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

７８

教
え
て
！

　
現
役
お
の
だ
い
生
の
暮
ら
し

　
お
の
だ
い
生
は
ど
こ
に
住
み
、何
を
食
べ
、

ど
の
よ
う
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
。

リ
ア
ル
な
学
生
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

小説

文・構成／西峯・原・吉冨



山界、下界と称しているのは、久山田とそれ以外
（尾道市外、実家、県外など）をわかりやすく対比させる
ために用いた名称であり、それぞれの地域を揶揄する
意図はありません！

山界、下界と称しているのは、久山田とそれ以外
（尾道市外、実家、県外など）をわかりやすく対比させる
ために用いた名称であり、それぞれの地域を揶揄する
意図はありません！

　　　　山界（久山田） 下界（久山田以外）
　　　　メリット
・授業直前に家を出ても間に合う。
・図書館などの施設を気軽に使える。
・空きコマにすぐ帰宅できる。
・サークルを掛け持ちしやすい。
・星空が綺麗。
・お化けや虫、獣の類に耐性がつく。

　　　  デメリット
・大学以外への交通が不便。
・コンビニすら近くにない！
 買い物に一苦労。

　　　　　メリット
・アクセスがいい。駅も近く、買い物や
 遊びも気軽に行ける。
・実家住みの場合、家族に食事の用意
 や洗濯を頼みやすい。

　　　　　デメリット
・大学まで時間がかかる。
 →早めの起床と出発。
・バスや電車などの交通費がかかる。
・忘れ物があったり、空きコマがあって
 も、気軽に帰宅できない。

住むならどっちが便利？！　

意図はありません！意図はありません！意図はありません！

　　　　山界（久山田） 下界（久山田以外）
　　　　メリット
・授業直前に家を出ても間に合う。
・図書館などの施設を気軽に使える。
・空きコマにすぐ帰宅できる。
・サークルを掛け持ちしやすい。
・星空が綺麗。
・お化けや虫、獣の類に耐性がつく。

　　　  デメリット
・大学以外への交通が不便。
・コンビニすら近くにない！
 買い物に一苦労。

　　　　　メリット
・アクセスがいい。駅も近く、買い物や
 遊びも気軽に行ける。
・実家住みの場合、家族に食事の用意
 や洗濯を頼みやすい。

　　　　　デメリット
・大学まで時間がかかる。
 →早めの起床と出発。
・バスや電車などの交通費がかかる。
・忘れ物があったり、空きコマがあって
 も、気軽に帰宅できない。

結論……　住めば都

日文生に
聞いてみた！

９１０



学食ランキング

　チキン南蛮　５５０円

　
オヤマノ定食　５５０円

オムライス　470円

きつい曜日ランキング

とにかく授業数が多い！
　　教職関係の授業も続くので大変。火曜日

水曜日

月曜日

ふわとろの卵が最高！
あなたはトマトソース派？ホワイトソース派？

カリカリの衣とタルタルの相性の良さは
リピート確定！

メニューが毎日変わるのがとても楽しみ！
味噌汁が美味しいのも人気のポイント。

とにかく授業数が多い！
　　教職関係の授業も続くので大変。

とにかく授業数が多い！
教職関係の授業も続く
ので大変。

水曜も授業が比較的多い。
基礎演習と専門演習は発表
があるので、
めちゃくちゃ緊張する。

週の始まりというだけで
絶望。１限が入っていると
さらに絶望。

学食ランキング

きつい曜日ランキング

１１１２

研
究
発
表
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
一
一
月
に
行
わ
れ
た
三
年
生
研
究
発
表
会

に
て
、学
会
大
会
に
登
壇
す
る
三
名
の
学
部
生

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、大
会
で
は
教
員

発
表
も
行
わ
れ
ま
す
。発
表
者
の
皆
さ
ん
に
、

普
段
の
研
究
で
の
取
り
組
み
や
意
気
込
み
を

伺
い
ま
し
た
。

文・構成／儀保・口羽・髙木
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日本文学科３年　灰谷ゼミ

日本文学科３年　吉田ゼミ

日髙　わかな   さん

金子　綾夏   さん

　
　
質
問
内
容

①
ゼ
ミ
の
活
動
内
容
は
？

②
普
段
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
か
？

③
研
究
の
参
考
に
な
っ
た
書
籍
を
教
え
て
く
だ
さ
い

④
発
表
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

①
ゼ
ミ
で
は
、
自
分
で
決
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
が
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
週
に
一
度
集
ま

っ
て
進
捗
状
況
や
改
善
点
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

和
や
か
な
雰
囲
気
な
の
で
意
見
が
出
し
や
す
く
、

お
喋
り
感
覚
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
締
切
前

は
み
ん
な
真
剣
で
す
。

②
長
崎
県
壱
岐
市
の
方
言
の
う
ち
、
特
に
文
法
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
動
詞
を
中
心
に
調
べ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
方
言
評
価
や
言
語
意
識
と
の
関
連

が
あ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
大
野
晋
『
日
本
語
の
文
法
を
考
え
る
』（
岩
波

新
書
　
一
九
八
七
年
七
月
）で
す
。
文
法
を
中
心

に
古
典
語
と
現
代
語
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
一
冊
で
す
。

④
入
学
し
て
か
ら
一
度
も
対
面
で
の
文
学
三
昧

を
経
験
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
ん
な
行
事
に
な
る
の

か
楽
し
み
で
す
。
分
か
り
や
す
い
発
表
に
な
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

①
ゼ
ミ
で
は
、
主
に
卒
業
論
文
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
の
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
数
は
少
な
い
で

す
が
質
疑
応
答
の
中
で
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
こ
と
が
多
く
、
ゼ
ミ
仲
間
に
恵
ま
れ
た
な
と

感
じ
ま
す
。

②
私
の
研
究
は
複
数
の
作
品
を
扱
う
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
や
、
翻
刻
・
解

題
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

③
鈴
木
重
三
　
木
村
八
重
子
編
『
近
世
子
ど
も
の

絵
本
集
　
江
戸
編
』（
岩
波
書
店
　
一
九
八
五

年
七
月
）・
中
野
三
敏
　
肥
田
晧
三
編
『
近
世
子

ど
も
の
絵
本
集
　
上
方
編
』（
岩
波
書
店
　
一
九

八
五
年
七
月
）と
い
う
資
料
を
参
考
に
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
ぱ
ら
ぱ
ら
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み

る
と
、
色
々
な
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
じ
っ
く

り
見
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば…

…

。

④
ほ
か
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
い
る
方
を
前
に
発

表
す
る
の
で
、
少
し
緊
張
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
「
ぶ
ん
ぶ
く
茶
釜
」の
面
白
さ
が
伝

わ
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ひだか   　わかな

かねこ  　あやか

　
　
質
問
内
容

学
部
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



１５

日本文学科３年　原ゼミ

村上 　日佳里   さん
むらかみ 　   ひかり

①
各
自
の
卒
業
論
文
・
制
作
を
持
ち
寄
り
、

質
問
や
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
よ
り
精

緻
な
も
の
に
な
る
よ
う
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま

す
。

②
夢
野
久
作
「
押
絵
の
奇
蹟
」の
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
作
品
の
舞
台
で
あ
る
福
岡
と
東

京
と
い
う
都
市
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
特
有
の
モ
チ
ー
フ
を
分
析
し
な
が
ら
考
察

を
進
め
て
い
ま
す
。

③
西
原
和
海
『
夢
野
久
作
の
世
界
』（
平
河

出
版
社　

一
九
七
五
年
一
二
月
）
、
多
田

茂
治
『
夢
野
久
作
と
杉
山
一
族
』 

（
弦
書

房　

二
〇
一
二
年
九
月
）
な
ど
。

④
文
学
三
昧
へ
の
登
壇
を
一
つ
の
目
標
と
し

て
い
た
の
で
感
慨
深
い
で
す
。
貴
重
な
機
会

を
頂
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。

１６

日本文学科・教授

平山　直樹   先生
ひらやま   　なおき

　
　

質
問
内
容

①
普
段
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
か
？

②
今
回
の
研
究
発
表
の
テ
ー
マ
は
？

③
研
究
の
参
考
に
な
っ
た
書
籍
を
教
え
て
く
だ
さ
い

④
発
表
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
　

質
問
内
容

①
普
段
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
か
？

先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

文・構成／久保１６ 文・構成／久保

　
学
部
生
の
み
な
さ
ん
、平
山
先
生

お
忙
し
い
中
イ
ン
タ
ビュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

①
一
五
世
紀
に
英
語
で
書
か
れ
た
の
紙
を
は
じ

め
と
す
る
文
書
を
、
そ
の
言
語
特
徴
に
注
目
し

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

②
接
続
詞
と
し
て
使
わ
れ
るand

、
お
よ
び
接
続

詞
や
関
係
代
名
詞
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
るthat
の

短
縮
形
と
非
短
縮
形
に
つ
い
て
。

③
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ギ
ー
ス
、ジ
ョ
セ
フ
・
ギ
ー
ス　

著
、
三
川
基
好　

訳
『
中
世
の
家
族̶

パ
ス
ト
ン

家
書
簡
集
で
読
む
乱
世
イ
ギ
リ
ス
の
暮
ら
し
』

（
朝
日
出
版
社　

二
〇
〇
一
年
七
月
）
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
が
研
究
し
て
い
る

一
五
世
紀
の『
パ
ス
ト
ン
家
書
簡
集
』
に
収
録
さ

れ
た
手
紙
に
主
に
基
づ
き
な
が
ら
、
歴
史
的
・

社
会
的
な
背
景
も
取
り
入
れ
て
、パ
ス
ト
ン
家
の

家
族
や
関
係
す
る
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
書
籍
で
す
。

④
最
近
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
研
究
の
一
部
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
い
発
表

に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
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編集後記

表紙・裏表紙デザイン

　
『
翠
幻
地
』
は
学
生
中
心
に
企
画
・
編
集
・
発
行

を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
多
く
の
方
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
完
成
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
日
本
文
学
科
の

先
生
方
や
学
生
の
皆
さ
ん
、
普
段
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
方
々
の
ご
協
力
も
得
な
が
ら
、
本
年
も
無

事
『
翠
幻
地
』
文
学
三
昧
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
編
集
委
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
年
の「
お
の
み
ち
文
学
三
昧
」
は
、
三

年
ぶ
り
に
対
面
で
の
開
催
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら
、
皆
様
が
『
翠
幻
地
』
片

手
に
講
演
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
委
員
同
士
力
を
合
わ
せ
て
、
よ
り

良
い
情
報
発
信
が
で
き
る
媒
体
作
成
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
編
集
委
員
を
、『
翠
幻
地
』

を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

芸
術
文
化
学
部
日
本
文
学
科
三
年　

久
保
紫
野

　

今
年
度
の「
お
の
み
ち
文
学
三
昧
」の
公
開

講
演
会
で
は
劇
場
版
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」の
脚

本
な
ど
で
知
ら
れ
る
大
倉
崇
裕
さ
ん
を
お
招

き
し
、
小
説
と
脚
本
の
違
い
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
ち
な
ん
で
、
探
偵
を
テ
ー
マ
に
制
作

し
ま
し
た
。「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」
を
デ

ザ
イ
ン
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
彼
の
虫
眼
鏡
の

先
に
は
何
や
ら
足
跡
が…

…

。
こ
の
た
び
の
講

演
会
へ
の
入
り
口
と
な
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
お
の
み
ち
文
学
三

昧
」の
広
報
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の『
翠
幻
地
』
も
沢

山
の
方
の
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。

芸
術
文
化
学
部
美
術
学
科
三
年　

田
中
美
帆


